
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月も後半となりましたが、厳しい暑さが続いています。夏は、室内外

の気温差に体がさらされるため、体も脳も疲れます。夏バテ予防には疲れ

をいかに回復させるかが大事です。そのためにも必要なのが睡眠です。睡

眠の環境を整えても睡眠不足になる人は、短時間（15～20分程度）の

昼寝も効果的。夏を最大限に充実させたい人こそ、睡眠を制しましょう。 

令和元年８月１９日 

大村高校 保健室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の空気（二酸化炭素濃度） 
検査の結果 

＊基準値１５００ｐｐｍ以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室の空気は１時間閉めきると、二酸化炭素濃度は基準値を超えた値になります。この季節でも

冷房中で、閉鎖空間だったことが二酸化炭素濃度の上昇の原因です。授業への集中力も低下させる

ので、学習効率を上げる目的でも、冷房の効いた教室も休み時間ごとの換気を行いましょう！！！ 

 平成 31 年１月  令和元年７月 

職員室 ２０００ｐｐｍ 職員室 １２００ｐｐｍ 

教室① ２０００ｐｐｍ 教室③ ３６００ｐｐｍ 

教室② ４０００ｐｐｍ 教室④ ４４００ｐｐｍ 

治療・受診は、終わりましたか？ 

１学期に行なった健康診断で、「治療

が必要」というお知らせをもらった人

は、早めに病院へ！！ 

 

体育祭に 

向けて！！ 
 いよいよ練習や準備等

で忙しくなるかと思いま

す。本番前に体調を崩し

たりケガをしたりしないよ

う、しっかり睡眠と休養を

取りましょう。 

冬場の１月（暖房の季節）と同じように７

月（冷房の季節）の教室は、締め切った環境

のためか二酸化炭素濃度も上昇していまし

た。冬場の教室の換気は、休み時間ごとの呼

びかけをお願いしていますが、冷房の季節で

も換気を心がけしましょう。 


